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2台のピアノ曲についての考察
まとめ
最近の音楽会の案内欄には、以前に比べて2台のピアノの演奏会が、か
なり多く見受けられるようになった。歴史的にみても、多くの作曲家が2
台のピアノ曲の作品を作曲している訳で、私達が聴く機会が多くなること
も嬉しいことである。
2台ピアノ曲の楽譜はほとんど第1、第2ピアノが同じに読めるような
譜面になっており、2人用に2部1冊となっている。
第1、第2ピアノをどちらが受け持ったらよいか。2台のピアノ曲はほ
とんどの場合、基本的には第1、第2ピアノの音楽性や技巧は同じ比重と
いえるが、どちらかといえば第1ピアノのほうが、やや技巧的難度が高く
なっている。なぜかというとやはり高音部を受け持つ場合が多めであり、
音形が細かく音も多めになるからだ。またソロ的要素もやや多くなってい
る。第2ピアノの場合は反対で、低音部を受け持つことがやや多く、また
伴奏的要素もやや多くなっている。このことは第2ピアノを受け持ってい
るほうが、曲をよく見渡せ、ある意味でリード役を担っているともいえる。
これらを考慮にいれて分担を決めたい。、
2台のピアノの合わせであるが、充分に練習をつんでほとんど曲のテン
ポでとおして弾けるようにしておくべきだ。また相手のパートも弾けるく
らいにしてあれば理想である。
曲の推進力は絶えず第1ピアノから第2ピアノヘ、第2ピアノから第1
ピアノヘと移り変わるので、このことだけはしっかりと把握しておくべき
だ。
お互いに相手を認め合い、言葉で相談するより音で、音楽で相手に語り
かけて自分を知らせ、また相手の感性・思考ものみこんで、あうんの呼吸
で合わせるようにしたい。言葉で打ち合わせる箇所はほんの少しであり、
音の無くなっていくところ、なくなったことろ音の鳴り始まるところなど
であろう。音の無いところは音で打ち合わせができないからである。
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ピアノの配置は向かい合わせがよく、第1ピアノは下手で蓋を大きく上
げ、第2ピアノは上手で蓋をとりはらい、少し第1ピアノより前に（観客
席側へ）となる。初めてこれを経験するときには、相手が遠く遥かかなた
に感じられる。これではたして合わせられるのだろうか、と思うぐらいで
ある。しかしいざ始めてみるとこの型のよさがわかる。なんといっても自
分の音が充分に聴こえ、相手の音はほどよく聴こえ、また相手の目・表情
が見えることである。
アンサンブルである2台ピアノの演奏は楽譜を視るのが普通で、譜面台
は低めに立てて相手が少しでもよく見えるようにしたい。また楽譜が平ら
になり視にくくなるが、譜面台を引き抜いたところへ置く方法もあり、こ
れだとスマートでもある。ただし暗譜に近い状態にしておかなければなら
ない。
ピアノ独奏では非常に孤独感を感じ、誰も助けてくれないが逆に演奏が
全く自由であり、全精力をつぎこめる世界である。2台ピアノ演奏ではど
うであろうか、お互い協力しあい、またせめぎあい、自分の歌をうたい、
相手が歌うときには後ろにまわり、時には主に時には従にと、いわゆる独
りでなく2人の関係になる。この2人はそれぞれ1人1台のピアノを充分
に弾きこなせる。連弾ではそうはいかず！台のピアノで2人では窮屈で、
分担も高音部は、低音部は、ペダルはどちらが踏むかと、限定されること
が多くなる。連弾ではアット・ホーム的なほのぼのとした雰囲気に傾倒す
ることが多くなり、2台ピアノはアンサンブル的教育価値観もあり、また
演奏では音響的饗宴へと華麗に展開していくことが多くなる。
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